
9/15号で着目した「日常飲酒なし・BMI 23.0以上」の層を対象に、

糖代謝・肝機能・糖質摂取の3条件への該当率を算出しました。

「この条件で、対象者はどのくらいいるのか？」実測データから見える化します。
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複数条件でも、対象者候補を事前に見える化。

血液検査値 ×
体組成
×
食事調査データを活用した、新しいリクルート設計
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糖代謝3区分の割合
(HbA1c区分)

糖尿病域
(HbA1c≧6.5%)

7.9%

糖代謝高めの層
(HbA1c5.6~6.4%)

38.2%

正常域
(HbA1c≦5.5%)

53.9％

▶約4割(38.2%)が『糖代謝高め層』に該当。
未病段階でのアプローチが期待できる、ボリュームの大き
い層です。

肝機能低下リスクの割合
(ALT≧30U/L)

20.4％
該当率

全体 男性 女性

20.4%

12.1%

8.3%

▶『お酒をほとんど飲まないから肝臓は問題ない』という
思い込みに反し、日常的な飲酒習慣のない過体重以上の層
において、約5人に1人(20.4%)に潜在的な肝機能低下
(ALT≧30U/L)が確認されました。

糖質過剰摂取の割合
(CAND炭水化物比率≧60%)

該当率

42.6%

全体 男性 女性

19.8%
22.8％

42.6%

▶食事調査票(CAND)により、日常的な飲酒習慣のない
過体重以上の層の約4割(42.6%)が、炭水化物比率60%
以上に該当。
自己申告だけでは捉えにくい『隠れ糖質過多』の実態を
客観的に把握できます。

3条件トリプル重複層
(日常的な飲酒習慣のない過体重以上：
 

糖代謝高め×肝機能低下×糖質過剰摂取)

糖代謝高め

肝機能低下リスク 糖質過剰摂取

(HbA1c5.6~6.4%)

(ALT≧30U/L) (炭水化物比率≧60%)

38.2%

20.4% 42.6%

9.8% 約10人に1人

トリプル重複層

▶過体重かつ糖代謝高めで、肝機能低下リスクと糖質過剰摂取
が重なるトリプル重複層は、約10人に1人 (9.8%)存在し、
即時抽出が可能です。
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ご案内可能な試験テーマ 

実際に抽出された対象者データをもとに、アプローチ可能な試験テーマをまとめました。 

■糖代謝に関する試験 
■肝機能（非アルコール性）に

関する試験 
■複数条件を組み合わせた試験 

日常飲酒なし・過体重以上×糖代

謝高め 

(HbA1c 5.6〜6.4%) 

日常飲酒なし・過体重以上×肝機

能低下リスク 

(ALT ≥ 30 U/L) 

日常飲酒なし・過体重以上×糖高め 

×肝低下×糖質過多 

(3 条件重複) 

３８.2% 20.4% 9.8% 

糖代謝試験の候補者へ 肝機能ケア試験の候補者へ 複数条件の試験候補者へ 

 

一般的な市場調査・公募リクルートとの違い 

一般的なアンケートパネル（自己申告）では、複数の客観的条件に合致する対象者を事前に特定するこ

とは困難です。 

比較項目 一般的な市場調査・公募リクルート オルトメディコ「ゴー・トーロク」の 

独自提案 

① ターゲット特定 自己申告のみ（曖昧） 

「飲酒量」や「糖質制限」は自己評価

に依存し、ALT 等の客観数値は不

明。 

客観数値で厳格特定 

血液検査値（ALT・HbA1c）× CAND

（食事調査票）から、条件に合致する対

象者候補を事前に抽出。 

② スクリーニング効率 条件該当者は約 10％ 

今回の 3 条件への該当率は

9.8％。事前に検査値等を把握でき

ない場合、多数の候補者から条件合

致者を絞り込む必要があります。 

事前照合でスクリーニングを効率化 

保有する検査値・食事データから条件

合致者を事前に抽出し、対象候補者へ

効率的にアプローチできます。 
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比較項目 一般的な市場調査・公募リクルート オルトメディコ「ゴー・トーロク」の 

独自提案 

③ 開発初期の検証 いきなり高額な本試験リスク 

対象者数や実施可能性が見えない

まま、本試験の計画を進める必要が

ある。 

安価なプレ調査（リサーチ）対応 

特定層へのプロトコル確認・受容性テ

スト・予備検証から低予算で着手可

能。 

 

開発段階に応じた柔軟なサポート（こんなお悩みを解決） 

ゴー・トーロクでは、保有する多面的なデータを掛け合わせることで、貴社の試験プロトコルに合致す

る対象者候補を事前に抽出します。 

こんなお悩み・ご要望 ゴー・トーロクでできること 

「ALT 30 U/L 以上かつ日常的な

飲酒習慣のないモニターが本当に

集まるか不安」 

保有データベースから飲酒歴（非飲酒・機会飲酒）×血液検査

値を事前照合し、条件に合致する対象者候補数を算出します。 

「糖質摂取割合が高い層を、客観的

なデータに基づいて抽出したい」 

自己申告アンケートではなく、CAND（食事調査票）の栄養素

算定データ（炭水化物比率 60%以上等）を用いて、条件に合

致する対象者候補を抽出します。 

「本試験に入る前に、プロトコルの

確度や試作品の反応を確かめた

い」 

特定モニターに対する小規模なプレ検証（体感・受容性・単回

投与バイオマーカー測定など）を安価・迅速に実施可能です。 

 

営業部より：まとめ ＆ アクションのご案内 

「集められるか分からない」を、試験開始前に「何名いるか」へ。 

 

ゴー・トーロクでは、血液検査値・体組成・食事調査データなどを組み合わせ、複数条件に合致する

対象者候補を事前に抽出できます。 

 

・ 「この条件で何名集められるのか」 

・ 「条件を少し変更すると対象者数はどう変わるのか」 

・ 「本試験前に小規模な予備検証ができないか」   
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といった試験計画段階のご相談からサポートします。 

 

対象条件をご提示いただければ、保有データから候補者数をシミュレーションします。 

まずはお気軽にお問い合わせください。 

 

 

お客さまの声.com では、対象者分布の確認、アンケート、座談会、試作品評価、短

期の予備調査まで、商品開発段階に応じた検証をご提案します。 

TEL：03-3812-0620 
 

 

 

判定基準・注記  

・母集団： エントリー検査の問診において「非飲酒（飲まない）」または「機会飲酒（年・月数回程度）」と回答した日常的な飲酒習慣のない過体重以上の層（BMI 23.0 以上） 

・糖代謝高め：HbA1c 5.6〜6.4% 

・肝機能低下リスク：ALT ≥ 30 U/L 

・糖質過剰摂取：CAND（食事調査票）による総摂取エネルギーに対する炭水化物比率 60%以上 
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